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はじめに 

 

少子高齢化対策や人口ビジョンを踏まえた地方創生という時代の潮流、社会経済環境

の変化、地理的特性や歴史的文化遺産の再生など、希望をもって次世代に受け渡す将来

像を市民とともに描き出すことが求められています。 

本市ではそれらの環境変化を踏まえて、中・長期的な視点でまちづくりの拠点整備の

可能性を探るべく、「アイル資源磨き基本構想」として検証しました。 

構想の対象地は、市のほぼ中央に位置し、県の主要幹線道路である国道 34号線に近

接している小城市牛津保健福祉センター「アイル」（以下、「アイル」という。）及び

牛津総合公園（以下、「総合公園」という。）とその周辺地です。市民の心象風景であ

る天山の山々から流れる牛津川や清流の晴気川が合流する広大な田園風景がある風光

明媚な地域です。その地域で有数の泉質と評されているのがアイルの温泉です。アイル

は、平成 15年 4月から供用を開始していますが、近年は温泉施設としては魅力に欠け

る状況があり、また隣接する総合公園との一体的活用が見受けられず、利用者数は年々

減少傾向にあります。 

その現状を改善するため、市民ニーズの変化への対応や市民総参加の健康運動促進を

目指して、現在策定中の第 2次総合計画や地方創生総合戦略と整合を図った上で、地域

の将来像を描きたいと考えています。 

健康増進、運動、スポーツ、レクリエーションを核として多くの市民の皆様に利用し

て頂くことで賑わいを生み、JR牛津駅周辺地域と連動したまちづくりや地域活性化に

繋がる魅力あふれる拠点づくりを目指していきます。そして、ここに核をつくることに

より、市全体のまちづくり、人づくりにつながるような展開を念頭においてこの構想を

まとめています。 

市民の皆様や関係団体の皆様のご意見をお寄せ頂きながら、協議調整を着実に進めて

いきますので、今後の基本計画・基本設計の策定に向けて、皆様のご協力を宜しくお願

いします。 
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社会情勢の変化に伴う余暇時間の増加やライフスタイルの多様化などにより、豊かさ

やゆとりある生活を求めて健康、運動・スポーツへの関心や参加志向が高まっています。 

本市では第 1次総合計画において、政策として「健康・福祉日本一を目指すまち」、

戦略プロジェクトとして「みんないきいき健康プロジェクト」を設定し、基本事業を横

断的に抽出・体系化して推進しています。また第 2次総合計画においても、政策の一つ

として健康づくりや体力づくりがより促進されるように進めています。 

アイルは、牛津地区の保健福祉や健康づくりの拠点としての役割を担っていますが、

年間利用者は平成 17年度の約 24万人／年をピークに年々減少傾向にあり、平成 26年

度は約 16万 2千人／年でピーク時の約 68％となっています。それは良質な天然温泉の

魅力のみでは利用者数向上に繋がっていないことであり、施設内の主要機能である天然

温泉やプールと保健福祉関連施設の動線が施設内に同一のために床の水濡れ発生など

個々の使用目的のニーズに対応できていないことも見受けられます。併せて設備機器の

老朽化対策が今後必要となることから、利用形態や運用プログラムの見直しを含めた将

来の再整備を検討する必要があります。 

総合公園は、野球、ソフトボール、サッカーなど多目的な利用ができるグラウンドや

芝生グランドゴルフ場などスポーツを中心に利用されており、個人の生活スタイルや体

調に合わせた運動として近年増加しているウォーキングやランニングで利用する人も

増えてきています。 

 

基本構想の策定目的 

１ アイル資源磨きの背景と目的 

第１ 
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今後は、市民誰もが、それぞれの体力や年齢、技術、目的に応じて、いつでも、どこ

でも、いつまでも運動やスポーツに親しみ、健康づくりができる「健康づくりと生涯ス

ポーツの充実」を目指し、アイル及び総合公園周辺を「健康」の拠点として、地域拠点

等と相互補完するような構想を検討していく必要があります。 

 

 

 アイル及び牛津総合公園の位置図 

アイル及び牛津総合公園 
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基本構想の骨子である「健康づくり」を目指すことにより、現状の課題である農業後

継者づくり、地域特産品の新たな産業化、自治体病院のあり方など、様々な課題解決に

つなげていくことが求められています。 

そのため、基本構想においても、その解決に向け「健康」を基調とした「農業の六次

産業化」、「健康関連の新産業の確立による新たな雇用創出」、「観光集客力の拡大や

魅力化」などの戦略に資することが必要です。 

基本構想に関する有識者等の助言及び庁内で議論されてきた経緯を踏まえて、基本構

想の理念を以下のように設定しました。 

今後は市民の皆様や関係団体・関係機関との協議調整を着実に進め、基本構想の計画

的な具現化に努めます。 

 

 

 

 

 

 

２ 基本構想の理念 

農 業 

医 療 

 

「健康」をテーマに 
地域課題を解決する 

6次産業化 
マーケットインの発想 

 

まちづくり ・ 人づくり 

（スポーツ） 

温 泉 

＜地域の資源＞ 

 
観 光 

 

食・水・歴史資源 

 

運 動 
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現在策定中の第 2次総合計画において、目指すべき将来像を検討するにあたってキー

ワード抽出に向けた市民アンケートや中学生アンケートを実施しています。 

市民アンケートでは 1.自然、2.安全、3.福祉、4.環境、5.健康で、中学生アンケー

トでは、1.自然、2.快適、3.環境、4.安全、5.平和が上位に列挙されており、どちらも

「自然」が 1位となっています。 

また、日常生活で暮らしにくいと感じるところでは、1.市内での就労機会が少ない、

2.道路事情や交通の便が悪い、3.スポーツ・レジャー施設や文化施設が少ないとなって

います。 

このようなアンケート調査によるまちづくりの市民ニーズを踏まえて、アイル資源磨

き基本構想では健康づくりや体力づくりが具体的に展開するよう、地域資源の魅力化を

検討しています。特に、対象地の特性である自然環境（牛津川、晴気川、牛尾梅林を含

めた田園風景など）を保全活用する総合公園との一体的利用、健康づくりに資する既存

施設との相互補完、良質な温泉を活用した市民総参加型の健康づくりの拠点の可能性を

検討します。 

地域の資源を活かした「健康のまち」を目指して、市民、地域、関係団体と行政が協

働で取り組む「まちづくり・人づくり」を基本構想の理念として設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

小城市牛津保健福祉センター「アイル」 
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（１）アイルの概要 

アイルは、温泉機能を併せ持つ保健福祉センターです。検診室、集団指導室、調理室、

温泉浴場、プール、トレーニング室等で構成された複合用途施設です。 

 

所 在 地 小城市牛津町勝 1221番地 1 

敷 地 面 積 15,956.00 ㎡ 

建 築 構 造 鉄筋コンクリート平屋建 

工事完了年月日 平成 15年 3月（平成 27年現在、築 12年） 

延 床 面 積 4,196.40 ㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 

１ アイル及び総合公園の概要 

アイルの概要 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

牛津（アイル） 237,107 226,522 203,042 191,586 186,281 186,090 174,428 169,865 162,031 162,049

三日月（ゆめりあ） 93,568 104,052 72,610 68,848 77,426 92,174 105,618 90,829 104,613 110,010

小城（桜楽館） 57,689 64,962 68,805 65,753 64,988 64,699 69,438 69,711 65,542 69,007

芦刈（ひまわり） 21,833 12,094 11,435 16,102 16,591 21,112 25,998 22,345 19,752 23,226

総　計 410,197 407,630 355,892 342,289 345,286 364,075 375,482 352,750 351,938 364,292

（単位：人）

各福祉センターの年度別使用者数の推移 

アイル及び総合公園の概要と 
周辺環境 
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（２）総合公園の概要 

アイルに隣接する総合公園は、主要施設である運動機能（野球・サッカーなどができ

る多目的グラウンドとグラウンドゴルフ場）が整備されています。 

また、海賊船の複合遊具は、子育て世代の住民が利用しています。 

 

所 在 地 小城市牛津町勝 1136番地 1 

敷 地 面 積 55,675.44 ㎡ 

施 設 種 類 管理棟、民家風休憩舎棟、民家風便所棟Ａ・Ｂ、

旅籠風休憩舎及び便所棟、倉庫、多目的グラウン

ド（16,200 ㎡）、グラウンドゴルフ場（3,500

㎡） 

設 置 年 月 日 平成 15年 3月 31日 

 

総合公園の概要 

（人） 
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市内 市外

野球 146 3,021 2,332 886,725

ソフトボール 31 367 644 122,535

サッカー 67 2,230 1,431 423,360

グランドゴルフ 23 627 161 13,440

その他 17 2,624 60 12,600

小計 284 8,869 4,628 1,458,660

116 3,020 1,029 68,250

400 11,889 5,657 1,526,910

（単位：人、円）

グラウンドゴルフ場

合計

多目的グラウンド

利用件数
利用人数

使用料施設 用途

総合公園利用実績（平成 26年度） 

総合公園の年度別利用件数と利用人数（平成 24年度～平成 26年度） （件） （人） 
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対象地は、市のほぼ中央部に位置しており、佐賀県の主要幹線道路である国道 34号

線に近接しています。また、高速道路長崎自動車道は、佐賀大和インターチェンジ及び

多久インターチェンジまで 30分圏内に位置しており、市内にスマートインターチェン

ジの整備を推進しています。平成 30年 3月頃の供用開始を目指しており、完成すれば、

高速道路から市内へのアクセス性はより高くなります。 

鉄道駅は JR牛津駅が最寄り駅で徒歩約 15分の駅勢圏に位置していますが、自動車交

通による利用者が多く、市内巡回バスの利用者は一部に留まっており、その改善が今後

求められます。 

 

 

 

（１） 自然環境 

対象地は、農地が広がる農業振興地域であり、美しい田園風景が広がっています。ア

イル及び総合公園の周囲を取り囲むように蛇行している牛津川が流れ、国道を超えた下

流で晴気川が合流しています。アイルの北側には牛尾梅林があり、さらに天山を望む風

光明媚な地域です。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 対象地の自然及び社会環境 

２ 

天 山 

牛尾梅林 

アイル 

対象地へのアクセス 

牛津総合公園 



 

- 10 - 

 

アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略 本市の北部には天山山系がそびえ、中央部には肥沃な佐賀平野が広がり、祇園川や牛

津川、晴気川などが豊かな田園を潤し、南部には貴重な干潟を有する有明海に面するな

ど、豊富な自然環境に恵まれています。 

対象地は、天山山系の山々、牛津川などの河川を通じて有明海の干潟に繋がる自然の

恵みを将来にわたって享受し、豊かな自然環境資源としての活用を図る水系のほぼ中間

点に位置していますので、一体的整備にあたっては自然環境と共生することが求められ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然環境の保全・整備方針図（都市計画マスタープラン） 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略 
（２）社会環境（交通） 

対象地に近接している JR牛津駅周辺は、地域住民の日常生活を支える地域拠点とし

て、商業施設や文化施設、医療や福祉施設などの集積と交流を図ることを整備目標とし

ています。今後は、鉄道やバスの運行ルート改善や連携を強化し、公共交通の利便性向

上や利用促進を図るとともに、歩行や自転車により安全に移動する空間づくりが求めら

れています。 

 

 

 

 

 

 

交通体系の整備方針図（都市計画マスタープラン） 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

 

 

 

 

 

本構想は、「総合計画」・「都市計画マスタープラン」などの上位計画や関連計画と

ともに、「健康づくり事業」・「アイル関連事業」などと整合を図ります。 

 

 

（１）第 1次総合計画（後期基本計画） 

平成 19年度に策定した総合計画（平成 19年度～平成 28年度）では、目指すべき将

来像「薫風新都～みんなでつくる・笑顔あふれる小城市～」の実現を目指し、今後のま

ちづくりに関する施策の取組みを示しています。 

政策 3.「健康・福祉日本一を目指すまち」において、保健・医療の充実と健康づく

り、生涯スポーツの充実などを具体的に位置づけし、戦略プロジェクトの一つとして「み

んないきいき健康プロジェクト」を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 
構想の位置づけ 

１ 上位計画等との整合性 

戦略プロジェクトの概要 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略 
（２） 都市計画マスタープラン 

「都市計画マスタープラン」は、総合計画をもとに、市民アンケートや策定検討委員

会、小城市都市計画審議会による意見を参考に検討を進め、平成 20年 8月に策定して

います。まちづくりの目標は「天山と有明海が織りなす生活創造都市・小城市」と定め、

平成 37年を目標年次としています。対象地の最寄り駅である JR牛津駅周辺は地域拠点

として位置づけられています。 

今後の人口減少や少子超高齢化の時代を迎えて、集約型都市構造への転換が求められ、

既成市街地の活性化が課題となっていますが、JR牛津駅周辺地区は地域住民の日常生

活を支える拠点として、商業施設や文化施設、医療・福祉施設などの集積と充実を図る

よう計画的に整備を推進しています。また各拠点地区が相互連携・補完するネットワー

ク型のまちの形成を図るため豊かな田園環境や自然環境の保全と活用による適正な土

地利用の誘導が進められており、国道沿道では幹線道路の機能を活かした地域振興のた

めの規制と誘導を図り、利便性の高い商業・業務施設の集積を目指しています。 

 

 

 

土地利用・拠点地区形成の方針図（都市計画マスタープラン） 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

（１） 健康づくり計画（事業） 

国の健康づくり政策では平成 13年 3月に「21世紀における国民健康づくり運動（健

康日本 21）」を定め、健康寿命の延伸、生活の質の向上などを目標とした健康づくり

を打ち出しています。 

本市では市民・地域・行政が一体となった健康づくりの取組みができるよう「小城市

健康プラン」を策定し、他の保健福祉関連計画とともに具体的な環境整備を進めていま

す。 

「生涯学習振興計画」や「スポーツ振興基本計画」においても、人生をより豊かで充

実したものにするために生涯学習や生涯スポーツに取り組み、健康の保持・増進に努め

ることを掲げています。 

市民の健康づくりにおいては、自然環境や施設、事業を活用し、市民一人ひとりが自

らの健康づくりに積極的に取り組むことが必要です。地域の資源（豊かな自然・文化・

歴史など）を活用したウォーキング教室などを通じて、市内の名所を紹介しています。

また、健康づくりとともに市民相互の交流を深めて、世代を超えた地域づくりの場とし

て身近な施設利用ができる環境整備を計画的に進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 個別計画等との整合性 

健康づくり関連事業 

の抜粋） ウォーキング教室、健康づくり体操普及事業、献血推進事業、老人クラブ健康教育

事業、夜間ヘルスアップ教室、パパ・ママ教室、ロタウイルスワクチン接種費用助

成事業、新型インフルエンザ対策事業、乳児健康診査事業、妊娠安心風しん予防接

種事業、妊婦健康診査事業、サガン鳥栖交流事業、全国競技大会等出場激励費交付

事業、ソフトボール大会開催事業、ミニバレーボール大会開催事業、ラジオ体操会、

三日月ミニバレーボールリーグ開催事業、牛津町民綱引き大会事業、エンジョイ！

ニュースポーツ事業、芦刈ムツゴロウロードレース大会事業、総合型スポーツクラ

ブ事業、ニュースポーツ教室事業 など 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略 
（２） アイル関連事業 

本市の健康づくり事業とともに、対象地である「アイルまたは総合公園」を利用した

事業もたくさん行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイル関連事業 

の抜粋） 保健福祉センター管理・運営事業、健康相談事業、健康づくり推進員・水中リーダ

ー事後研修事業、自殺対策事業、たのしいヘルシー教室、食育推進事業、食生活改

善推進協議会事業、患者及び家族会支援事業、分煙推進事業、おぎ健康マイレージ

事業、各種検診・健康相談事業、糖尿病予防個別相談会、1歳 6か月児及び 3歳児健

康診査事業、歯科保健事業、子どもクラブ球技大会事業、市民体育大会、町民運動

会事業、公民館体験講座、さわやかスポーツレクリエーション祭、津の里早起きラ

ジオ体操会、津の里ミュージアム夏合宿、観月会、牛津町駅伝大会、津の里子ども

まつり、津の里スポーツフェスタ事業、観桜大会事業 など 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

 

 

 

 

（１） 対象地の施設等 

アイルは国道 34号線より約 700m北側へ進入した位置にあり、西側の農業用水路を隔

てて総合公園が整備されています。他に牛津浄化センター（下水処理場）、クリーンセ

ンター天山（衛生処理場）、前満江排水機場などがあり、国道沿いには医療機関や民間

企業もあります。施設の周辺には農地が広がり、水路、河川、国道、県道などに囲まれ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４ 
対象地の現況と可能性 



 

- 17 - 

 

アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

（２）対象地の一体的活用の可能性 

本市では、今後高齢化率が伸びる状況下にあり、高齢化社会による社会福祉費用の増

大が見込まれることから、元気な高齢者をいかに増やすか、また未病に対する備えが重

要であり、それに向けた統合的な機能集約、とりわけアイルを中核としたエリアの一体

的活用が必要です。 

対象地は、個々の事業目的に沿って施設整備が進められていますが、各施設間の相互

補完的な機能やエネルギーの連携については、現時点で協議調整は行われていません。

そのため、既に展開されている「健康増進・運動・スポーツ」の更なる促進に向けて、

アイル（温泉）と総合公園（運動・スポーツ）、アイルと他の施設（医療等）、総合公

園と他の施設などという施設間の積極的連携、利用促進の可能性を検討することが求め

られています。 

総合公園でウォーキングやランニングをする利用者は、特に夏季において日中の猛暑

を避け、夕方から夜にかけての利用が高い傾向にあります。ランニングコースにおける

適正な照明設置や運動後のシャワールームの整備など利用者から新たに要請される多

様な課題に対し、公園施設整備で全てを担うという従来の発想では、厳しい市の財政運

営を考慮すると対応が困難になることが予想されます。 

アイルの相乗効果を高めることを目指して、総合公園の利用者にとってもアイル利用

者にとっても、使いやすく利用しやすいという施設間の機能連携を模索する必要があり

ます。例えば、ロッカーやシャワールームの共用、総合公園での屋外スポーツとアイル

の室内プールでの運動の連携による市オリジナルの健康増進プログラムの開発などで

す。他の施設との連携では、スポーツ・運動指導やケガ治療などのリハビリにおける医

療サポート機能の充実などが考えられます。 

持続可能な地域づくりの一環として、クリーンセンター天山及び牛津浄化センターが

排出する利活用されていないエネルギーやアイルの温泉で利用しきれていないエネル

ギーの有効活用などエネルギーの導入・連携について、可能性を検討することも求めら

れています。 

市内には宿泊施設が少ないということから、周辺農地の適正な集約化も視野に、優良

な農地環境は健康資源でもあるという観点に立ち、地域の食材による健康バランスを整

えるスポーツ合宿所整備などを通じた地域活性化の可能性も考えられます。 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 多様な市民ニーズの変化への対応 

アイルは、高齢者の生きがいづくり、多世代のふれあいづくり、市民の健康づくりを

目的として、牛津地区の保健福祉センター機能と、市内で唯一の良質な天然温泉を活用

したプールなどのトレーニング機能で構成されています。 

しかしながら、近年の利用者の減少傾向から見られるように、利用者ニーズが多様化

し、変化しているなかで地方創生の担い手となる若者や子育て世代の利用者数が少なく、

ステージ付き大広間など利用率の低い空間がいくつかあります。また隣接する総合公園

との機能連携もないため、単独施設としての魅力が低下していると考えられます。 

今後は、若者や子育て世代の要求に応えるような施設用途の見直しや配置転換など、

利用者の呼び込みを行う必要があります。また高齢者の健康づくりの要求に応えるとと

もに、若者や子育て世代の健康増進に資する天然温泉を活用した事業運営の検討にあた

り、市民ニーズや集客力の的確な把握に努める必要があります。そして、近隣市民を含

めた利用者の価値創造を誘発するため、総合公園等との連携を含めた室内外のスポー

ツ・トレーニング・運動・リハビリなどの運営プログラムの体系的な見直しなどが必要

です。 

 

（２） 市内に分散配置された既存施設の再整備 

市内に配置されている既存の保健福祉施設やスポーツ運動施設は、供用開設時におい

ては有用な配置分布であったと考えられますが、社会環境の変化や市民の求める要求内

容によっては、同様同等の規模や施設については施設用途や運営メニューを含めて検証

精査を行い、維持管理費などの財政的な面や市民ニーズなど様々な観点から新たな施設

構成の検討が求められます。 

 

 

第５ 
事業推進の課題 



 

- 19 - 

 

アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

 

市内の関連施設（保健福祉施設・体育館・運動公園など）分布状況 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

（３）農地等の土地利用に関する規制 

アイル周辺の現況農地は農用地区域・第 1種の位置づけであり、転用許可は制限され

ています。農地の転用にあたっては農用地区域内からその土地を外す除外手続きが必要

になります。その除外手続きには、以下の 5要件を全て満たすことが求められます。 

 

1. 農用地区域以外に代替すべき土地がないこと 

2. 除外により、土地の農業上の効率的かつ総合的な利用に支障を及ぼすおそれがな

いこと 

3. 効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農地の利用の集積に支障を及ぼ

すおそれがないこと 

4. 除外により、農用地区域内の土地改良施設の有する機能に支障を及ぼすおそれが

ないこと 

5. 農業基盤整備事業完了後 8年を経過しているものであること  

 

※ 通常、農振除外手続きには 1～2年程度の期間が必要です。 

 

 

アイル周辺の現況航空写真

アイル及び総合公園 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

（４）開発行為及び建築物に関する規制 

対象地は都市計画区域内にあり、3,000㎡以上の開発行為にあたっては、都市計画法

に基づき、道路の接道、開発地内の道路、水路、緑化等の技術的内容の確認が必要で、

10,000㎡以上は大規模開発となる調整池の設置が定められています。なお調整池につ

いては設計協議の中で調整することが可能です。 

建築物は建築基準法に基づき申請が必要です。建築物の敷地は原則として道路（幅員

4m以上）に 2m以上接していなければならず、建築物の敷地が 1.8m以上かつ 4m未満の

道で県が指定した道に接する場合は原則としてその中心線から 2mの敷地後退を行うこ

とにより建築は可能です。 

対象地は用途地域の指定はありません。なお用途地域指定がない区域では床面積

10,000㎡以上の店舗等（大規模集客施設）の立地が制限されます。容積率 60%、建ぺい

率 200%で道路斜線制限と隣地斜線制限があります。 

 

（５）地形の特性と水害への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊富な自然環境に恵まれている本市は、それゆえに土砂災害や河川の氾濫など様々な

自然災害の発生危機を有しています。台風の進路にあたることもあり、さらに近年発生

している局所的な豪雨や地震などへの防災と減災の備えが重要です。 

 

牛津公民館別館 

牛津公民館 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

対象地は、洪水ハザードマップ（概ね 100年確率で発生する河川増水により堤防破壊

が発生した場合に予想される浸水深さ）によると、アイル周辺で 1～2ｍ未満（1階建て

軒下まで浸水）の浸水区域、国道 34号線の接道部は 2～5ｍ未満（2階建ての軒下まで

浸水）の浸水区域と想定されています。平成 2年には大規模な浸水被害が発生しており、

周囲の農地は遊水池的な役割を果たしているため、一体化した整備の場合は、洪水時の

排水対策が必要です。 

 

 

（６）多様な関係者との協議調整 

事業推進に向けては、市民や地域住民のみならず多様な関係者との協議検討を重ねて

いくことが重要となります。 

特に農地は、営農者の意向調査とともに農振除外及び農地転用の手続きを行う必要が

あり、事前の協議調整の進め方について、十分に留意して関係する皆様のご意見を聞い

て進めることが重要です。 

また、既存施設等の事業者である天山地区共同衛生処理場組合、国道管理者（鳥栖維

持出張所）、河川管理者（武雄河川事務所）、県道管理者（佐賀土木事務所）などの関

係者との事前の協議調整が必要です。 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の暮らしは、自然からの恵みに支えられています。こうした自然を象徴するのが

「森」「里」「川」「海」で、これら全てが本市にはあります。これらは本来、互いに

つながり、影響し合って、流域ユニットを形成しています。しかしながら、行き過ぎた

開発や利用・管理の不足などによって、そのつながりが絶たれたり、それぞれの質が下

がってしまったりしています。この傾向は、気候変動が進むことによっても拍車がかか

ります。日本の人口が減り、高齢化も進む中、私たちはどうやって森・里・川・海を管

理していけるかが課題であり、その対策が求められています。 

第６ 

地域再生の方向性 

１ 地域再生の新たな着眼点 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

このような現状を受け、環境省では平成 26年 12月に「つなげよう、支えよう森里川

海」と銘打って、森・里・川・海の保全・管理の労力や費用をどう確保するかについて、

環境省だけではなく、地方公共団体、有識者、先進的な取り組みを実施している方々と

の対話や議論を行いながら、森・里・川・海の恵みを将来にわたって享受し、安全で豊

かな国づくりを行うための基本的な考え方と対策の方向を取りまとめることとしてい

ます。 

※ 「つなげよう、支えよう森・里・川・海」という「つなげる」のは自然だけでなく、

関わる人たちを支えることを目指しています。 

 

山・森・里・川・海という地域流域ユニットで構成されている本市の地形特性を活か

すべく上位及び関連計画において、天山山系の「やま」と有明海の「うみ」、そして暮

らしがある都市の「まち」を、ネットワーク型で形成することを土地利用計画の方針と

して定めています。 

対象地は、山と海を繋ぐ川と里の中核に位置しています。その立地的特性を上位及び

関連計画へ展開することで、地方創生の一つの柱となることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 25 - 

 

アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

 

■ 市民の利用に重点を置いた環境づくり 

・ 幼児から高齢者まで、市民誰もが運動・スポーツ・レクリエーションに親しみ、

健康づくりや体力づくりのできる環境づくりを目指します。 

・ イベント活動や各種スポーツ・レクリエーション教室の企画・開催などの実施

により、年齢や性別、スポーツ経験の有無にとらわれない、市民の日常的なス

ポーツ活動の促進が図れる環境づくりを目指します。 

・ 市内の小中学生がアスリートと直接話合いがもてる機会の創出など市民の多様

なニーズに柔軟に対応できる環境づくりを目指します。 

■ 自然環境を活用した環境づくり 

・ 自然資源を活用しながら、自然にふれあう環境づくりを目指します。 

■ 少子化社会に対応した環境づくり 

・ 子どもが安心して遊べる場所や運動・スポーツの活動ができる場所が求められ

ており、子どもの成長段階に応じた利用ができ、地域コミュニティの核となる

環境づくりを目指します。 

・ 地域の四季の変化が楽しめる植栽やレクリエーション活動、イベントなど、市

民がそれぞれのライフスタイルに合わせて楽しく余暇を過ごすことができる環

境づくりを目指します。 

■ 健康増進、運動・スポーツなどが一体化した環境づくり 

・ 高齢者、障害者、子どもたちが快適に利用できるバリアフリーを取り入れるこ

とはもとより、誰もが運動・スポーツに参加する機会を得ることができるユニ

バーサルデザインを基調とした環境づくりを目指します。 

２ 環境づくりの基本姿勢 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

 

我が国では、経済財政運営と改革の基本方針や日本再興戦略改訂 2014、ＰＰＰ／Ｐ

ＦＩの抜本改革に向けたアクションプラン（平成 25年 6月 6日民間資金等活用事業推

進会議決定）等を踏まえ、新たにＰＰＰ／ＰＦＩ事業に係る優れた案件の形成等を推進

しています。 

 

＊ ＰＰＰとは、サービスの提供に民間が参画する手法を幅広く捉えた概念で、民間資

本や民間ノウハウを活用し、効率化や公共サービスの向上を目指す手法です。 

 

＊ ＰＦＩとは、公共施設等の建設、維持管理、運営等に民間の資金、経営能力及び技

術的能力を活用することで、効率化やサービスの向上を図る公共事業の手法です。 

 

 

国交省では、官民連携推進のため、①官民連携事業の推進に関する検討調査、②先導

的官民連携支援事業、③震災復興官民連携支援事業の案件募集を進めており、様々な官

民連携手法の活用を検討した優良なプロジェクトの形成推進に取り組んでいます。 

 

このようなプロジェクト形成の社会情勢を踏まえ、牛津総合公園やアイルを含めた計

画対象地の将来像を見据えて官民連携運用手法の事例について調査分析を行い、今後の

運用手法の可能性を検討することが求められています。 

 

 

官民連携による運動公園整備・運営手法（出典：検討調査報告書 平成２６年３月陸前高田市） 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の整備における運用手法の検討 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

参考資料 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

 

（１）将来人口の推計 

九州各県の平成 52年人口は、平成 22年を基準に 14～26％減少すると予想されてい

ます。小城市の平成 52年人口は 37,057人となり、平成 22年を基準にすると 18％減少

すると予想されています。佐賀県の平均減少率 20％より 2ポイント低く、近隣市町村

の人口減少率と比べると緩やかであるといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 小城市の現状把握 

平成 22年を基準にした九州各県の人口推計 

平成 22年を基準にした小城市隣接市町村の人口推計 

「日本の地域別将来推計人口（平成 25年 3月推計）」 
 国立社会保障・人口問題研究所推計より作成 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

（２）高齢化率と人口構成の推計 

高齢化率は平成 22年時点で 23％となっており、平成 52年には 12ポイント増加して

35％になると推計されています。 

平成 22年時点においては、団塊の世代を含む 55～64歳の占める割合が高くなっていま

す。平成 52年の人口構成は、平成 22年と比較すると 0～64歳の人口は男女ともに減少

し、65歳以上の人口は平成 22年よりも増加するとの推計値が示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23 

26 

29 
31 

32 
33 

35 

20.00

25.00

30.00

35.00

H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52

12.%

日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3月推計）より作成 

小城市高齢化率の推計 

「日本の地域別将来推計人口（平成 25年 3月推計）」 
 国立社会保障・人口問題研究所推計より作成 

平成 22年と平成 52年の人口構成比較 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

（３）人口分布の把握 

平成 22年人口三区分別分布（国勢調査）によると、①年少人口は三日月町（久米・

長神田・樋口）と牛津町（柿樋瀬・天満町）に多く、②生産人口は小城町（萩ノ町・東

新町・西小路）、三日月町（久米・長神田・樋口・深町）と牛津町（柿樋瀬・天満町・

江津ヶ里・友田）に多く、③老年人口は三日月町（本告・久米・長神田・三ヶ島・深町）、

牛津町（柿樋瀬・天満町・江津ヶ里・友田）、小城町（畑田・東新町・清水園・西小路）、

芦刈町（住の江）に多い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③老年人口（65歳以上） ①年少人口（15歳未満） 

②生産人口（15～65歳未満） 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略 
（４）観光交流人口の推移 

小城市の観光客数は平成 20年までの減少傾向から、ここ数年は 45万人前後を維持し

ている。また、ほとんどが日帰り観光（98％）です。一方で、有明佐賀空港の東京便利

用者数は増加傾向にあるため、小城市の観光人口動向とは連動していないと考えられま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（千人） 

（人） 

有明佐賀空港・国内定期便の搭乗者数 
 佐賀県庁 HP より作成 

観光客推移 

有明佐賀空港利用者数の推移 

 



 

- 34 - 

 

アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略 
（５）観光施設の位置と観光客数 

市内の観光施設は中央～北部側に多く集積しており、観光客数も施設立地と同様の傾

向を示しています。牛津周辺ではアイルへの観光入込が突出して多くなっています。 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略 
（６）観光客の交通手段 

観光においての交通手段は、自家用車が 80％以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）広域交通ネットワーク 

佐賀空港から小城市中心市街地までは、自動車で約 45分の距離となっています。佐

賀空港と小城市とのアクセス性向上が見込まれる有明海沿岸道路は、現在整備中で、平

成 30年 3月頃に長崎自動車道には県内初のスマートインターチェンジとして小城イン

ターチェンジの開設が予定されています。 

 

 

 

 

 

九州地方整備局「国道 208 号大川佐賀道路」より 

小城市の観光客交通手段 

（人） 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

（１）スポーツと健康運動の考え方 

2020 年の東京オリンピック・パラリンピックやラグビーワールドカップ 2019に向け

た事前合宿等、スポーツを通じた交流人口拡大への要請が各地で高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ スポーツと健康運動について 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

（２）医療及び特定健診の現状 

平成 25年度の国民健康保険医療費は 35億円（前年度比 2％増）で比較的増加の傾向

にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

特定健診受診率は平成 26年で 37.9％となっています。全国平均や佐賀県平均は上回

っているものの、特定健診実施計画における目標値の 60％には 22.1ポイント届いてい

ない状況です。 

 

 

 

保険給付費の推移 

（国保保険給付費推移） 

特定健康診査の受診率 

（億円） 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

（３）要介護（要支援）認定者の現状 

平成 22年から平成 26年にかけて要介護（要支援）認定者数は増加傾向にあります。

その中でも特に増加しているのは要介護 1と要支援 1となっており、それぞれ 66％、

65％の増加率となっています。 

 

 

 

 

 

平成 22年を基準にした要介護（要支援）認定者数推移 

（人） 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

（４）高齢者の人口と病院等の分布 

JR小城駅と JR牛津駅周辺の高齢者の多いエリアに病院等が多く立地しています。 

 

 

 

老年人口（65歳以上）・病院等の分布 

平成 22年国勢調査より作成 

病院診療科目：内科・小児科・耳鼻咽喉科・循環器科・胃腸科・皮膚科産婦人科・整形外科・脳神経外科・眼科 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

（５）高齢者の人口、病院等、避難行動要支援者の分布 

病院等は旧小城町に集中しています。アイルが近接する JR牛津駅周辺は高齢者が多

く、更なる高齢者関連施設の立地可能性が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

老年人口（65歳以上）・病院等・避難行動要支援者の分布 

平成 22年国勢調査より作成 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

 

対象地の資源磨きにあたっては、多様化した市民ニーズに対応するため、まずはアイ

ル利用者のアンケート調査を実施し、併せて市職員の意識調査や佐賀大学と連携した研

究を進めています。 

 

（１）アイル利用者アンケート 

 アイルは、高齢者の利用が多く、そのほとんどが自家用車での来館となっています。

目的としては、「健康増進」・「運動機能向上」・「ストレス解消」が上位となってい

ます。（回答者：206名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケート調査及びワークショップ 

性別 年齢 

交通手段 利用目的 



 

- 42 - 

 

アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

他にどんな施設が「アイル」にあればいいと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にどんなサービスが「アイル」にあればいいと思いますか？ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイルへの来館頻度 

屋内 屋外 

施設 回答数 構成比 施設 回答数 構成比

図書館 53 8.8% エステルーム 13 2.2%

カフェ 51 8.5% フットサルコート 13 2.2%

家族風呂 50 8.3% 乗馬 11 1.8%

宿泊施設 40 6.7% 介助用風呂 10 1.7%

体育館 36 6.0% ランニングコース 9 1.5%

レストラン 30 5.0% 屋外プール 8 1.3%

直売所 27 4.5% キッチンスタジオ 6 1.0%

個室休憩室 25 4.2% 和室 6 1.0%

フィットネススタジオ 23 3.8% 陶芸アトリエ 5 0.8%

バーベキュー広場 23 3.8% ホール 5 0.8%

ベーカリー 22 3.7% 幼児専用エリア 5 0.8%

ケーキショップ 21 3.5% 接骨院 4 0.7%

ウォーキングコース 20 3.3% 3on3コート 4 0.7%

観光農園 18 3.0% サイクリングコース 4 0.7%

マッサージルーム 17 2.8% カヌー・カヤック 4 0.7%

その他 17 2.8% その他 3 0.5%

テニス 16 2.7%

サービス 回答数 構成比

スポーツ教室 47 18.4%

朝市 33 12.9%

健康相談 28 11.0%

パーソナルトレーニング 25 9.8%

朝食サービス 25 9.8%

託児サービス 18 7.1%

その他 16 6.3%

行政サービス 15 5.9%

観光案内サービス 15 5.9%

子育て支援 14 5.5%

朝活イベント 10 3.9%

スポーツイベント連携 9 3.5%

頻度 回答数 構成比
2～3回/月 37 19.8%
2～3回/週 35 18.7%
1回/月 33 17.6%
数回/月 28 15.0%
1回/週 24 12.8%
1回/2～3ヶ月 17 9.1%
その他 8 4.3%
ほぼ毎日 5 2.7%
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

（２）市職員ワークショップ 

＜一般職対象＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課長職対象＞ 

テーマ：アイル資源磨き構想キャッチコピーを作ろう 

1 抜群の景色とお湯が あなたを一日リフレッシュ 

2 運動で健康になるまち   

3 条里の見える 天山から海まで広がるまち など 

 

アイル（アイル周辺）の誇れるところ 

アイル（アイル周辺）のもっと伸ばすところ・改善するところ 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略 
（３）市職員と佐賀大学の学生との共同ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温泉の充実（お風呂の質はいいが銭湯みたい。嬉野温泉や道後温泉のように温
泉に行った感が必要。グラウンドにも足湯を設置して、スポーツ後に、会話を
楽しめるように！、宿泊施設もほしい）

運動公園の充実（売店・食事処・足湯・遊具・シャワールーム）

アイルでしか体験できない施設・おしゃれで珍しい若者向け施設

施設内外の案内の充実

目玉となるものを作る　(例)変わった温泉

総合公園の充実

レンタルサイクル　牛津駅から　自転車の案内誘導

聖地化

若い世代、家族を取り入れる（おしゃれなカフェ・家族風呂等）

ＰＲの向上（テレビ、ラジオ、インターネット等を利用した宣伝活動）

広報（もっと看板を！・ＬＩＮＥ登録）

子どもへの配慮、温泉と公園のコラボ、公園の遊具を増やす、ドッグラン
（動物とのふれ合い）

細かい配慮（アイルの入りやすい雰囲気づくり、足ふきマット）

入…道路からと建物内入口、食堂、公園の入りやすさ

食…日曜日のいこいの場（パン屋さん＋カフェ）、売店、食堂の充実

人…雰囲気作り、サービス精神、笑顔
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略 
（４）佐賀大学の学生からの提案 

佐賀大学の学生が 7～8名の 2グループに分かれ、それぞれのグループで「アイルの

新たな利活用策」について研究し、市に提案しました。 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 県内スポーツ施設の立地状況把握 

（１）野球場 

（２）陸上競技場 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）サッカー場 

（４）体育館 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）柔剣道場 

（６）屋内プール 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

 

 

（１）官民連携事業 

佐原広域交流拠点ＰＦＩ事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 官民連携事業等の先行事例 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

なぐわし公園温水利用型健康運動施設ＰＦＩ事業 
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アイル資源磨き構想 

川町まちづくり総合戦略  

（２）健康都市 

新潟県見附市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


